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《盛会だった新年会 報告》 
日時：１月２１日（土）午後３；００～ 

会場：鳥の坊（金沢市里見町）ほか 

金沢龍馬会の新年会は金沢市内のエクスカーシ

ョンと「鳥の坊」にて開催。この日２２名の男女

会員が参加、大いに飲み語り楽しいひと時を過ご

しました。 

参加者は宮島/中川/玉井/不破/蛭子/宇賀/中田

俊/佐藤/大坪/吉田/紐野/冨来/寺元/周藤/北川/

小幡/中田文/谷/新谷/熊野/藤井/小峰、合計 22

名が参加、盛大に開催されました。 

 15 時より有志 14 名でエクスカーションに出

かけました。最初に東京国立近代美術館工芸館移

転関連施設を訪れました。県立能楽堂の横にある

旧第九師団庁舎跡、金沢偕行社、いずれも工芸館

新建屋の一部となります。 

次に建設場所へ行き、そして第九師団師団長官

舎前を通過し、２１美術館にたどり着きました。

ここでは無料コーナーを専門に巡回しました。 

 鳥の坊へ戻り懇親会に移りました。 

会長の新年あいさつに続き、会報の紹介、本年最

初に届いた龍馬が暗殺 5 日前に書いた中根雪江宛

の書簡を披露しました。 

新入会員その他の自己紹介に移り、あとは会員

間の意見交換が積極的に行われました。 

愉しいひと時はあっという間に時は過ぎ最後は駆

け付けられ楽しい宴は無事に終了しました。大い

に盛り上がり大盛会、金沢龍馬会健

在をお互いに確認しあった貴重なひと時でした。 
 

 

 

≪総会≫ 
日 時：6 月１７日（土） 15：00～18:00 

場 所：桜はなび  

講 演：未定 

懇親会：16：00～ 

費 用：参加費￥3,000 円、年会費￥3,000 円 

 

 

 

《北陸三県大会》 
日 時：７月１日（土）午後 

場 所：福井駅前アオッサ 

 

 

【会員のつぶやき】 

 

 

“書状に見る龍馬の本心” 
勝田博史 

 少しづつ「坂本龍馬」という人物に惹かれてい

く自分がこの金沢龍馬会にいる事

で楽しくて仕様がない。 

新年早々、龍馬の「暗殺５日前の

書状見つかる」「新しい国家目指し

奔走」と、大きく報道された。 

これまでは、単に「幕末の志士」

程度でしか思っていなかったが一

挙に接近した。  

入会間もない頃にも、姉に小遣いをせびったも
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のや後藤象二郎宛のものなど、度々新聞紙上を賑

わしている。書簡の真贋は別にしても、龍馬の本

心と行動力がよく窺がえる。 

わが金沢龍馬会の行動、企画力も素晴らしく、

３年前には 10 周年大会、北陸３県交流会など催

し、会合の度に金沢の幕末・明治の先人たちに学

ぶ武家屋敷、寺町寺院群めぐりや講話等。さらに

会報の発刊、ホームページの作成と充実した会と

なった。 

皆さんありがとう。これからも大いに談論風発

して語ろうじゃありませんか！  

 

 

 まるわかり「龍馬入門講座」 ⑦ 
 

 

 これは 2010 年 NHK テレビで放映された大河

ドラマ「龍馬伝」が始まる前、坂本龍馬を紹介す

る為長崎国際観光コンベンション協会が作ったパ

ワーポイントです。今回連載に際し吉田が若干編

集しました。（本掲載は金沢龍馬会内部のみです） 

 

２３、海援隊の理念は「海援隊約規」に明文化さ

れています。 

 

第一条に「本藩（土佐藩）。他藩を脱するもの

海外の志のある者、この隊に入る。運輸・射利、

開拓、投機、本藩の応援を成すをもって主とす。 

今後自他に論なくその志に従って選んでこれに

入る」とあり藩や身分制度の枠を超えた近代的理

念を先取りした龍馬らの理想が反映されています 

第二条には 

「隊中のこと一切隊長の処分に任す」と隊長の

権限を。 

第三条は隊士の相互扶助に関する規律。近藤長

次郎の事件を背景にしてか、隊の結束を強める姿

勢がうかがえます。 

第四条には修行項目として、政法、火技、航海

汽機、語学などを明記。「その志に従ってこれを

取り、互いにあい勉励、あえてあるいは怠る事な

かれと」とし、隊士の個性に応じた修行を重んじ

ています。 

第五条には、隊の経費は営業利益でまかなう独

立採算とし、不足した場合は土佐藩に援助を求め

る契約が定められています。 

 

海援隊は神戸海軍操練所、亀山社中の精神を受

け継ぎながら、学問の研究としての性格を強めて

いきました。 

海援隊本部は土佐商会にも近い小曾根家別邸に

置かれ活動していました。 

土佐商会の経営をまかされていた岩崎弥太郎の

日記には、海援隊への資金融通などが記され、隊

士には月５両が支給され当時の留学者に与えられ

ていた公費に相当する金額と推定されます。 

海援隊はわずか一年足らずで消滅しましたが、

その名を歴史に刻んでいます。 

 「続く」（記：吉田信夫） 
 

 

 

 

●年会費納入のお願い 
 

２９年４月から来年３月迄の年会費： 

￥３，０００ 
例会ご出席の折か次の口座まで送金下さい。 

郵便局 口座№ 

   00780-5-38627 
口座名義 金沢龍馬会 
振込手数料は龍馬会が負担。3 千円のみです。 

 

 

 

【新入会員】 
木谷 玲さん・新谷洋子さん・熊野盛夫さん 

藤井 敦さん 
 

【編集後記】 
皆さま、フレッシュな４月、さぁ、今年度も心

の中に常に“龍馬の志し”を持ち張り切ってまい

りましょう。 

会報も第１１号が完成、漸く皆さまにお届けす

ることが出来ました。これからも皆さまのご指導

ご鞭撻をいただきながら楽しい会報作りを目指し

たいと思っています。  

*************** 事務局************** 

金沢龍馬会 
会  長：中川可能作 

事務局長：吉田信夫 

080-5600-1113 

jitianxinfu@hotmail.com 
 

 

 

 

 

 

会報担当：中田俊郎 090-7806-2269 

    n-toshio@muj.biglobe.ne.jp 
 

 

 

 

金沢龍馬会公式ホームページ 
 

http://kanazawa-ryomakai.com/ 
 

 

 

 

 

金沢龍馬会 facebook 
 

https://www.facebook.com/kana

zawa.ryomakai?sk=wall&filter=2 

 


